
京
カ
レ
ッ
ジ
と
は
、
大
学
の
ま

ち
京
都
な
ら
で
は
の
大
学
の
知
の

集
積
を
生
か
し
た
社
会
人
の
た
め

の
学
び
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

下
京
区
内
で
は
、
池
坊
短
期
大

学
と
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
に

お
い
て
開
講
さ
れ
ま
す
。
出
願
期

間
は
、
８
月
１７
日（
金
）か
ら
３１
日

（
金
）ま
で
で
す（
郵
送
の
場
合
は
、

３０
日
（
木
）
必
着
の
こ
と
）。

詳
し
い
内
容
や
出
願
方
法
に
つ

い
て
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京

都
や
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
配
布

し
て
い
る
募
集
ガ
イ
ド
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

�

（
財
）
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
京
都

京
カ
レ
ッ
ジ
係
（
�
３５３

・
９
１
４
０

※
月
曜
休
館
）

七
条
中
学
校
で
は
、「
地
域
か

ら
の
学
び
」
と
「
地
域
へ
の
学

校
文
化
の
発
信
」を
目
指
し
て
、

「
新
・
七
条
寺
子
屋
」
を
開
設

し
ま
し
た
。

「
新
・
七
条
寺
子
屋
」で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
学
校
文
化
を

共
有
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
生

徒
た
ち
は
人
と
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
を
学
び
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
は
中
学
生
に
戻
っ
た
気
分

で
子
ど
も
た
ち
と
の
授
業
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

講
座
は
、
外
部
講
師
に
よ
る

も
の
を
含
め
、
年
間
８０
〜
１００
講

座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
内
容

や
受
講
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

七
条
中
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

七
条
中
学
校

〒
６００
―

８
８
９
３

下
京
区
西
七
条
御
領
町
３２

�

３１３
・
０
９
７
２

�
３１３
・
０
９

７
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
���w
w
w
.edu.city.k

yot
o.jp�h

p�sh
ich
ijo-c�

敬
老
乗
車
証
を

更
新
し
ま
す

敬
老
乗
車
証
の
一
斉
更
新
を
行

っ
て
い
ま
す
。
交
付
を
受
け
て
い

る
方
に
既
に
送
付
し
て
い
る
更
新

申
請
書
（
黄
緑
色
の
封
筒
）
の
提

出
期
限
は
８
月
１０
日
（
金
）
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
期
限
を
過

ぎ
て
も
申
請
で
き
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
申
請
書

を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

既
に
申
請
書
を
提
出
さ
れ
た
方

へ
は
、
９
月
上
旬
に
負
担
金
額
を

記
載
し
た
納
入
通
知
書
ま
た
は
引

換
券
（
ふ
じ
色
の
封
筒
）
を
送
付

し
ま
す
。
納
入
通
知
書
ま
た
は
引

換
券
を
持
っ
て
、
市
内
の
郵
便
局

で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
負

担
金
は
、
交
付
を
受
け
る
際
に
郵

便
局
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

�

京
都
い
つ
で
も
コ
ー
ル
（
�

６６１
・
３
７
５
５
）

日時 ９月８日（土）
午後４時～７時ごろ

場所 梅小路公園芝生広場
※雨天のときは、梅小路小学
校体育館で開催
出演 下京中学校吹奏楽部、

梅小路ふれあいコーラス、平
安学園吹奏楽部、鳥羽高校吹
奏楽部、塔南高校吹奏楽部＆
THE GRYPHONS、京都府警
察音楽隊＆カラーガード隊他
費用 無料

自
由
な
ス
タ
イ
ル
で
聴
け
る
芝

生
の
上
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
今
年

で
１１
回
目
を
迎
え
ま
す
。
広
々
と

し
た
梅
小
路
公
園
の
芝
生
の
上
で
、

素
晴
ら
し
い
演
奏
を
楽
し
み
な
が

ら
、
初
秋
の
夕
暮
れ
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。
音
楽
は
心
を
豊
か
に
、

そ
し
て
、
気
持
ち
を
和
ら
げ
て
く

れ
ま
す
よ
。

�

安
寧
・
大
内
・
梅
逕
の
各
少
年

補
導
委
員
会
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp�

��w
w
w
.eon
et.n
e.jp�

�h
i

n
o-m
egum
i�sub1.h

tm
l

）

蒸
し
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
皆

さ
ん
、
お
元
気
に
お
過
ご
し
で
す

か
。
暑
い
季
節
に
は
、
体
温
調
節

の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
て
、
熱
中

症
が
お
こ
り
ま
す
。
激
し
い
運
動

や
、
炎
天
下
の
作
業
で
起
こ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
日
常
生
活

で
も
み
ら
れ
ま
す
。
平
成
１７
年
に

は
３５４
人
が
亡
く
な
る
な
ど
、
と
て

も
怖
い
病
気
で
す
。
し
か
し
、
正

し
い
知
識
と
予
防
対
策
で
確
実
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
熱
中
症
を
疑
う
症
状

炎
天
下
の
仕
事
な
ど
暑
い
環
境

の
下
で
、
め
ま
い
、
吐
き
気
、
体

の
だ
る
さ
な
ど
が
あ
れ
ば
熱
中
症

を
疑
い
ま
す
。
室
内
で
も
起
こ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
小
児
、
高
齢
者
、
体
調
の
悪

い
方
な
ど
は
、
熱
中
症
を
起
こ
し

や
す
い
の
で
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

○
熱
中
症
を
疑
っ
た
と
き
は
ど
う

す
るま

ず
、
風
通
し
の
よ
い
日
陰

や
、
ク
ー
ラ
ー
が
効
い
て
い
る
場

所
に
避
難
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
衣
服

を
脱
が
せ
て
、
氷
な
ど
で
冷
却
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
冷
た
い
飲

み
物
（
で
き
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
）
な
ど
で
水
分
を
補
給
し
ま

し
ょ
う
。

○
ど
ん
な
と
き
受
診
す
る
か

ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
、
意
識
が

お
か
し
い
、
手
足
に
運
動
障
害
が

あ
る
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、
す

ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ

い
。
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
筋

肉
の
痛
み
や
こ
わ
ば
り
が
あ
り
、

水
分
補
給
し
て
も
よ
く
な
ら
な
い

時
も
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

○
熱
中
症
は
予
防
で
き
る

暑
さ
を
避
け
る
、
こ
ま
め
に
水

分
を
補
給
す
る
、
服
装
を
工
夫
す

る
な
ど
、
一
般
常
識
で
判
断
す
る

こ
と
が
基
本
で
す
。
真
夏
の
屋
外

で
の
運
動
、
炎
天
下
の
作
業
で
は

事
前
の
予
防
対
策
が
必
要
で
す
。

○
詳
し
く
知
り
た
い
方
へ

次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
屋
外
で
働
く
方
、

ス
ポ
ー
ツ
を
予
定
し
て
い
る
方
は

必
見
で
す
。

環
境
省
熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト

h
ttp���w

w
w
.n
ies.go.jp�

h
ealth�H

eatS
trok
e�in

dex.h
tm
l

日
本
気
象
協
会
熱
中
症
予
防
情
報

h
ttp���w

w
w
.ten
k
i.jp�h

eat�in
dex.h
tm
l

ま
だ
ま
だ
暑
い
季
節
が
続
き
ま

す
。
無
理
を
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
休

養
を
と
っ
て
残
暑
を
乗
り
切
っ
て

く
だ
さ
い
。

京
都
市
立
病
院

救
命
救
急
室

森

一
樹

熱中症に 
　　ご注意！ 

地
域
参
加
型
・
公
開
講
座

「
新
・
七
条
寺
子
屋
」受
講
者
募
集

〜
中
学
生
に
戻
っ
た
気
分
で

「
わ
く
わ
く
そ
し
て
ど
き
ど
き
」
〜

第１１回梅小路ふれあいコンサート
七条少年補導委員会
安寧・大内・梅逕支部 主催
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後後
期期
受受
講講
生生
募募
集集

京京京京京
カカカカカ
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京京京京京
カカカカカ
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ジジジジジ

京京京京京京京京京京
カカカカカカカカカカ
レレレレレレレレレレ
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各講座の受講者の声

（主催者の都合や天候により、内容の一部を変更または中止することがあります）

９月２日（日）
開催

マンドリン楽団「サウーヂ�」
ミニコンサート

主催 西本願寺聞法会館
時間 午後０時３０分～１時３０分
会場 西本願寺聞法会館

１階ロビー

主催 龍谷大学西本願寺門前町
総合調査チーム

ＧＡＲＥ門前町絵画展

期間 ８月３１日（金）～９月２日（日）
時間 午前１０時～午後３時
会場 西本願寺聞法会館

１階ロビー

きこくてい「にぎわいまつり」

主催 稚松学区連合会
時間 午前１０時～午後３時
会場 東本願寺渉成園入口北側
内容 お好み焼き・焼きそば・みたらしだ

んご・かき氷・スーパーボールすく
いなど（※飲食物は有料）

主催 日本石材産業協会京都支部
巨大石臼でコーヒー豆挽き

時間
午前１０時
～午後３時

会場
東本願寺渉成園
入口北側

東本願寺「お堀」探検
主催 東本願寺と環境を考える

市民プロジェクト
時間・内容
午前１０時～
「お堀」探検
（生物＆ゴミ採
取）
午後０時３０分～
バケツリレーと放水訓練
午後１時～ 子ども消防体験
午後１時３０分～
生物＆環境ワークショップ
会場 東本願寺境内とお堀

�いずれも総務課（�３７１―７１６４）

高僧名家墨蹟展（三宝の集い）
主催 仏教クラブ

時間 午前１０時～午後３時
会場 大谷ホール１階ロビー

京北細野せせらぎの「朝市」
主催 新京都駅頭会

時間 午前１０時～
（※完売次第終了します）

会場 京都タワービル西側
内容 とれたて野菜などの即売

�本日はじめて受講しうれし
く存じました。５０年来の授
業がよみがえってきました。

ふろしき文化に触れる

�新しくユニークな取組に感
動しました。子どもたち
が、とてもイキイキしてい
ました。

レッツダンス

�先生の一言一言が
新しい発見でした。
楽しい時間でした。

『回路と電流』静電気

��������������������������������

み
や
こ

市 民 し ん ぶ ん 下京区版 （２）第１４０号 平成１９年８月１５日


